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祝電（抜粋１） 

第９回数学教育世界大会に集まられた全ての皆様に心
をこめてご挨拶いたします．（中略） 
今や，我々が身をおく世界の労働力の性格は，目をくら
ませる歩度で変容しています．驚くべき科学，技術の進
歩ーその多くは基礎的な数学の原理や理論に基づいて
いるのでありますが，ー科学，技術が労働，生活そうし
て思考の新しい途を創出している． 



祝電２ 

我々の教育制度が立ち向かうべき課題は，我々の子供達の 

全てが高いレベルの数理的リテラシーを確かに獲得できるよ 

うにすることであります． 

国際的な共同体として，世界のどこにおいても全般的な教育 

の核である，数学の教えと学びを改善するための協力を続け 

ることが必須であります．我々は，次世代の数学者や科学者 

を育てるのみならず，すべての市民が，今後ますます数理的 

な性格を強めるであろう，日々の判断，決定に正しく臨み得る 

ような境地の実現に勤めねばなりません． 



祝電３ 

新世紀の黎明に当たり，以下の故を持って，私は 

皆様と共に数学を人間の文化の中心部分として認 

識し，且つたたえるものであります．すなわち，その 

科学および社会における応用の故に，その理念と 

推論の力と美のゆえに，さらに，それがもたらす人 

間精神の豊かさのゆえで有ります． 

私は，大域にわたる数学教育の改善に向けて皆様 

の重要なお仕事に対して，皆様方それぞれに敬意 

を表しながら，この会議の実り多いことを願う者で 

有ります． 

 



MEG 脳磁計

http://www.yokogawa.co.jp/ME/ 

amplitude : 500 fT  band width: 1 Hz ~ 1 kHz 

      →power spectrum density: (350 fTrms) / (1 kHz – 1 Hz) 0.5 = 7.9  fT/Hz0.5 
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運動量の周回積分 

Bohrの量子条件 

磁束の量子化 

磁束量子の大きさは 

磁束の量子化 
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鎖交する磁束が一定 であるばかりではなく、 

1本、2本。3本…..と数えられる。 

 

磁束の本数に応じて、位相は2p、4p、6p…….と増える。 



left ear: 1kHz tone burst 

Auditory evoked field 聴性誘発磁場







脳磁場測定； 

（イ） 脳が活躍＝＞電流が流れる＝＞

磁場ができる＝＞超伝導量子干渉素子

（SQUID）を使用して脳からの磁場を

測定する．（マイスナー効果，ジョセフ

ソン効果）．地球磁場の１０億分の１ぐ

らいの磁場を測定する． 

（ロ） 信号処理，波形解析，周波数解析，

画像処理を行い．ミリオーダーで磁場

源をつきとめる．磁場源解析，信号の

位置，方向，強度．（脳活動は空間的広

がりをもつ． 

（ハ） 結果的に逆問題を解くことにな

る．そこでなんらかの仮定が必要とな

る．160+αのパラメータを使用する？ 

実際は，ビオ サバールの公式より計算 



した磁場よりまずパターン（等高線）

をつくり，実際の測定パターンと一致

しておれば，仮定した電流が脳内で起

こっていると推定している． 

 

使用している手法は； 

 独立成分分析，主成分分析，カルマン

filter, フ－リエ変換，PID 制御，加算平均

処理，スペクトル解析，affine 変換等を使

用している． 



 

 

   心筋細胞モデルなどの基本となる３つ

の微分方程式 

 

１， 膜電位 E と膜電流 Itotal の関係. 

    Cm:膜容量 
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3, イオン濃度[C] 変化 

  Z:電荷，F:Faraday 定数，V:細胞容積 
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計測機器 

水没方式   

流量計測方式 

直圧式エアリーク 

差圧式エアリーク 

特殊エアリーク 

水素リーク 

ヘリウムリーク 

判別可能領域ml/sec 

103 102 101 100 10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 10-6 10-7 10-8 10-9 10-10 

計測機器と判別可能漏れ量の関係 



 

 

粘性流モデルによるリーク（もれ）の計算式 
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(加圧時での状態） 

FUKKUDA1 



単位 

１０−６ 

 

１０−９ 

 

１０−１２ 

 

１０−１５ 

 

１Å＝１０−１０m＝１０−４μm＝１０−８cm＝１億分の１cm 

 

１nm＝１０ Å＝１０ −９ m ＝ １０ −７ cm 

 

１μm＝１０ −６ m ＝ １０ −４ cm ＝ １万分の１cm 

マイクロ 

 

ナノ 

 

ピコ 

 

フェムト 

 μ 

 

 n 

 

 p 

 

 f 

 







国別ナノテク研究開発費の比較 

年 ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ 

日本 ９１１ ９４６ ９３５ ９７１ （単位；億円） 

米国 ６９７ 942 1094 
(推定）
１２３１ 

（単位；１００万
ドル） 

ドイツ ２３９ 258 273 312 
(単位；１００万
ユーロ） 


